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和
刻
本
『
聖
諭
廣
訓
』
に
関
す
る
再
考

本
誌
三
十
号
(
-
九
五
九
年
）
に
、
「
聖
諭
廣
訓
に
就
い
て
」

と
題
す
る
狩
野
直
喜
氏
の
遣
稿
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
一

九
二
六
年
十
一
月
六
日
に
懐
徳
堂
恒
祭
に
お
け
る
氏
の
記
念
講
演

の
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
一
九
二
六
年
は
ち
ょ
う
ど
懐
徳
堂
が
官
許
を

受
け
て
満
二
百
年
に
な
る
の
で
、
氏
は
、
「
温
故
知
新
の
意
味
合

を
以
て
、
本
書
（
『
聖
諭
廣
訓
』
を
指
す
ー
ー
ー
筆
者
）
及
び
之
れ

に
関
連
し
て
享
保
時
代
に
於
い
て
翻
刻
さ
れ
る
六
諭
術
義
の
事
に

マ

マ

及
び
、
儒
学
が
庶
民
教
育
に
つ
き
何
如
な
る
用
を
な
し
た
か
と
い

ふ
事
を
述
べ
」
ら
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
早
く
も
六
十
二
年
も
立
っ

た
が
、
中
井
竹
山
が
そ
れ
に
序
を
書
き
与
え
た
『
聖
諭
廣
訓
』
の

和
刻
も
二
百
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

機
会
に
し
て
、
筆
者
は
『
聖
諭
廣
訓
』
和
刻
本
の
成
立
事
情
や
竹

山
の
序
を
再
考
し
て
み
た
い
と
思
う
。

和
刻
本

『
聖
論
廣
訓
』
は
、
『
六
論
術
義
』
と
同
じ
よ
う
に
清
代
の
中

国
か
ら
徳
川
時
代
の
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
た
教
訓
書
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
後
者
の
『
六
諭
術
義
』
は
清
代
の
も
の
で
は
な
く
、
明

末
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ニ
ニ
九
八
（
洪
武
三
十
一
）
年
に
、
明
の

太
祖
が
「
教
民
榜
文
」
を
宣
布
し
た
が
、
そ
の
中
の
一
条
は
孝
順

父
母
、
尊
敬
長
上
、
和
睦
郷
里
、
教
訓
子
孫
、
各
安
生
理
、
母
作

非
為
と
い
う
六
つ
の
教
諭
を
含
ん
で
い
る
。
明
末
の
村
学
究
痘
鉱

は
当
時
の
口
語
で
こ
れ
を
平
易
に
解
説
し
た
が
、
そ
の
書
物
こ
そ

が
『
六
論
術
義
』
で
あ
っ
た
。
清
朝
に
な
っ
て
、
初
代
皇
帝
の
世

祖
は
前
代
の
遺
風
を
踏
襲
し
て
、
一
六
五
二
（
順
治
九
）
年
に
、

明
の
太
祖
の
六
諭
を
欽
定
と
し
た
た
め
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、

苑
鉱
の
所
撰
も
一
時
流
行
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
日
本
に
伝
来

『
聖
諭
廣
訓
』
に
関
す
る
再
考

(—) 

陶

徳
五
七

民



し
た
の
は
、
明
版
あ
る
い
は
清
版
の
原
書
で
は
な
く
、
琉
球
国
正

議
大
夫
程
順
則
が
一
七

0
八
（
康
熙
四
十
七
、
宝
永
五
）
年
に
福

州
の
琉
球
館
に
お
い
て
自
費
で
再
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
享
保
年

(
1
)
 

間
の
官
板
『
六
諭
術
義
』
も
こ
れ
を
底
本
と
し
た
の
で
あ
る
。

八
代
将
軍
吉
宗
の
文
教
政
策
の
一
環
と
し
て
の
『
六
諭
行
義
』

の
刊
行
は
、
近
世
後
期
の
庶
民
教
育
に
大
き
な
影
聾
を
与
え
た
よ

う
で
あ
る
。
内
藤
趾
畏
の
『
江
戸
文
学
志
略
』
に
よ
る
と
、
「
此

ノ
時
ノ
風
俗
、
書
蝉
ニ
テ
新
二
刊
行
ス
ル
書
ア
レ
バ
、
人
ヲ
シ

テ
、
其
ノ
外
題
卜
、
事
ノ
由
ト
ヲ
高
ク
唱
ヘ
テ
、
街
衝
ヲ
行
買
ラ

シ
ム
ル
コ
ト
ナ
ル
ニ
、
此
ノ
六
諭
術
義
大
意
ノ
和
解
ヲ
バ
、
京
・

大
阪
ノ
書
騨
二
、
板
木
ヲ
賜
ハ
リ
ヌ
レ
バ
、
イ
ヅ
レ
モ
其
ノ
人
ヲ

差
発
シ
テ
、
外
題
卜
事
ノ
由
ヲ
ヨ
ビ
デ
、
村
々
マ
デ
モ
、
売
弘
メ

シ
ニ
、
家
毎
二
之
ヲ
買
求
メ
テ
、
珍
重
セ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
。
又
書
商

ナ
ド
之
ヲ
私
二
施
印
ジ
テ
、
遠
国
辺
踵
マ
デ
モ
、
ア
マ
ネ
ク
行
渡

リ
ケ
レ
バ
、
風
化
ノ
及
ブ
所
、
実
二
洪
大
ナ
ル
コ
ト
ニ
ア
リ
シ
ト

云
フ
」
。
ま
た
、
同
書
の
影
響
は
、
そ
れ
が
、
寛
政
・
文
化
・
文

政
・
天
保
・
弘
化
・
嘉
永
・
安
政
・
万
延
年
間
絶
え
ず
再
版
さ
れ

て
、
庶
民
教
育
に
使
わ
れ
た
こ
と
か
ら
も
伺
え
る
の
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
一
八

0
六
（
文
化
＝
＝
）
年
か
ら
十
年
間
大
阪
東
町
奉
行

を
つ
と
め
て
い
た
平
賀
信
濃
守
貞
愛
が
、
「
冊
数
多
」
い
「
六
諭

(
3
)
 

術
義
」
を
三
郷
町
々
の
寺
子
屋
師
匠
に
配
布
し
た
。

和
刻
本
『
聖
論
廣
訓
』
に
関
す
る
再
考

『
六
諭
術
義
』
が
、
日
本
に
お
い
て
長
い
間
教
訓
書
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
中
国
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
早
く
も

『
康
煕
聖
訓
』
と
そ
の
注
釈
書
に
よ
っ
て
と
っ
て
替
ら
れ
た
。
一

六
七

0
(康
煕
九
）
年
に
、
清
の
聖
祖
が
教
育
に
関
す
る
十
六
条

の
上
諭
を
頒
布
し
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

敦
孝
弟
以
重
人
倫
篤
宗
族
以
昭
痙
睦

和
郷
党
以
息
争
訟
重
農
桑
以
足
衣
食

尚
節
倹
以
惜
財
用
隆
学
校
以
端
士
習

麒
異
端
以
崇
正
学
講
法
律
以
倣
愚
頑

明
碧
譲
以
厚
風
俗
務
本
業
以
定
民
志

訓
子
弟
以
禁
非
為
息
読
告
以
全
善
良

誡
匿
逃
以
免
株
連
完
銭
糧
以
省
催
科(4
)
 

聯
保
甲
以
弾
盗
賊
解
讐
盆
以
重
身
命

狩
野
直
喜
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
の
十
六
条
は
「
六
諭
と
其

意
味
は
同
じ
け
れ
ど
も
、
之
に
比
し
て
更
ら
に
精
密
で
あ
る
。
」

そ
し
て
、
「
六
諭
の
方
は
一
箇
条
四
字
づ
つ
に
な
っ
て
ゐ
る
が
、

聖
論
の
方
は
七
字
に
な
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
猶
之
れ
に
就
い
て
考

察
す
れ
ば
、
首
の
三
字
、
即
ち
第
一
条
に
つ
き
て
い
へ
ば
、
敦
孝

弟
が
行
の
目
的
で
あ
っ
て
、
以
重
人
倫
が
其
行
の
結
果
と
な
っ
て

(
5
)
 

ゐ
る
」
と
い
う
。

い
わ
ゆ
る
『
聖
諭
廣
訓
』
は
、
す
な
わ
ち
三
代
目
の
世
宗
が
聖

五
八



祖
の
十
六
条
上
諭
を
そ
れ
ぞ
れ
六
百
字
前
後
の
文
章
で
解
釈
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
解
釈
の
文
章
が
あ
わ
せ
て
一
万
字
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
れ
は
「
聖
論
萬
言
訓
」
と
も
い
う
。
一
七
二
四
（
痛
正

二
）
年
、
同
書
が
刊
行
さ
れ
、
世
宗
は
序
に
お
い
て
そ
の
主
旨
を

次
の
よ
う
に
表
明
し
て
い
る
。

朕
鑽
承
大
統
。
臨
御
兆
人
、
以
聖
祖
之
心
為
心
。
以
聖
祖
之

政
為
政
。
（
中
略
）
謹
将
上
諭
十
六
条
。
尋
繹
其
義
。
推
術

其
文
。
共
得
萬
言
。
名
曰
聖
諭
廣
訓
。
芳
徴
遠
引
。
往
復
周

詳
。
意
取
顕
明
。
語
多
直
模
。
無
非
奉
先
志
。
以
啓
後
人
。

(
6
)
 

使
群
黎
百
姓
。
家
喩
而
戸
暁
也
。

即
位
し
た
ば
か
り
の
世
宗
つ
ま
り
確
正
帝
は
、
こ
こ
で
「
聖
祖
の

心
を
以
て
心
と
し
、
聖
祖
の
政
を
以
て
政
と
」
し
、
聖
祖
つ
ま
り

雄
オ
大
略
の
あ
る
康
熙
帝
の
治
業
を
継
承
す
る
決
意
を
明
ら
か
に

し
た
。
と
同
時
に
、
簡
潔
で
周
密
な
「
萬
言
」
訓
で
聖
祖
の
「
上

諭
十
六
条
」
の
意
味
を
「
後
人
」
に
伝
え
、
「
群
黎
百
姓
」
に
論

す
意
図
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
『
聖
諭
廣
訓
』
は
、
当
時
は
い

う
ま
で
も
な
く
、
「
清
末
光
緒
年
間
に
及
ん
で
も
な
お
広
く
行
は

れ
、
古
制
に
則
っ
て
毎
月
朔
日
十
五
日
の
二
日
に
そ
の
諧
読
会
を

(
7
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開
く
と
い
ふ
や
う
な
風
習
を
続
け
ら
れ
て
来
た
」
。
ま
た
、
そ
の

内
容
は
初
級
の
科
挙
試
験
に
も
入
れ
ら
れ
た
模
様
で
あ
っ
た
。

大
庭
脩
氏
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』
に
よ

和
刻
本
『
聖
論
廣
訓
』
に
関
す
る
再
考

五
九

れ
ば
、
清
朝
を
通
じ
て
教
育
勅
語
と
さ
れ
て
き
た
こ
の
『
聖
諭
廣

訓
』
は
早
く
も
一
七
二
六
（
痙
正
四
、
享
保
十
一
）
年
に
日
本
に

(
8
)
 

運
ば
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
同
書
が
出
版
さ
れ
て
わ
ず
か
二
年
後
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
官
板
『
六
諭
術
義
大
意
』
が

出
て
四
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
懐
徳
堂
が
官
許
の
認
可
を
得
た

そ
の
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
『
聖
諭
廣
訓
』
の
日
本
上
陸
が
早
か
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
和
刻
が
実
現
さ
れ
た
の
は
六
十
余
年
も
後
の
こ
と

で
あ
っ
て
、
し
か
も
「
官
板
」
と
し
て
で
は
な
く
、
「
民
板
」
と

し
て
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
二
冊
四
十
四
葉
の
も
の
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
扉
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
賛
辞
が
記
さ
れ
て
い
る
。

大
清
康
煕
皇
帝
ノ
上
諭
十
六
条
ヲ
寵
正
ノ
時
其
文
ヲ
推
術
シ

共
ニ
―
萬
言
以
テ
百
姓
兆
民
二
喩
ス
網
常
名
教
其
意
顕
明
其

(
9
)
 

語
直
模
実
二
萬
世
不
易
ノ
金
言
ナ
リ

こ
れ
は
明
ら
か
に
前
掲
の
顎
正
帝
「
聖
諭
廣
訓
序
」
に
お
け
る
文

章
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
和
刻
本
の
成
立

の
経
緯
に
つ
い
て
、
狩
野
直
喜
氏
が
一
九
二
六
に
な
さ
れ
た
懐
徳

堂
記
念
講
演
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

懐
徳
書
院
が
幕
府
の
允
許
を
得
て
、
大
阪
に
建
置
さ
れ
し
享

保
十
一
年
を
距
る
事
凡
そ
六
十
三
年
後
、
即
ち
天
明
八
年

に
、
聖
諭
廣
訓
の
一
大
阪
の
書
林
に
翻
刻
さ
れ
（
た
）
。



本
書
の
扉
に
、
星
文
堂
、
小
雅
堂
梓
行
と
あ
り
、

来
書
賣
集
覧
」
に
よ
れ
ば
、
共
に
大
阪
高
麗
橋
一

り
し
書
林
な
り
と
い
ふ
。

而
し
て
当
時
書
院
の
教
授
た
り
し
中
井
竹
山
先
生
之
れ
に
序

し
、
其
書
が
風
を
移
し
俗
を
易
ふ
る
上
に
於
て
力
あ
る
べ
き

を
述
べ
、
甚
だ
之
を
喜
ば
れ
た
り
し
事
其
序
に
見
ゆ
。
又
序

に
よ
れ
ば
此
書
の
翻
刻
に
つ
き
て
は
、
大
阪
の
賣
人
刻
費
を

捐
て
、
又
其
事
に
関
し
て
は
曽
谷
学
川
と
申
し
て
、
当
時
築

刻
家
と
し
て
知
ら
れ
、
又
学
問
も
可
な
り
あ
り
し
人
が
肝
煎

を
な
し
、
序
文
の
依
頼
亦
此
人
を
伶
し
た
り
し
由
見
ゆ
。
竹

山
先
生
は
全
く
翻
刻
に
は
相
談
を
受
け
ず
、
唯
序
文
の
み
を

書
与
へ
ら
れ
し
か
、
将
亦
翻
刻
に
就
き
て
、
右
の
賣
人
に
勧

告
で
も
さ
れ
し
か
、
其
辺
の
処
は
分
り
兼
ぬ
る
が
、
兎
も
角

此
書
の
翻
刻
に
就
き
て
は
、
非
常
に
同
情
と
興
味
を
有
せ
ら

(
1
0
)
 

れ
し
や
う
に
思
は
る
。

こ
れ
は
『
聖
諭
廣
訓
』
の
和
刻
に
つ
い
て
の
実
に
要
領
よ
い
論
述

で
あ
る
。
し
か
し
、
氏
の
講
演
は
数
十
年
前
に
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
後
、
『
享
保
以
後
出
版
書
籍
目
録
』
の
刊
行
や
『
疫

長
以
来
書
賣
集
覧
』
の
増
訂
や
そ
の
他
の
関
連
研
究
の
進
み
に
つ

れ
て
、
本
書
の
成
立
事
情
が
一
層
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
こ
で

は
、
上
記
の
書
物
と
そ
の
他
の
資
料
を
つ
き
あ
わ
せ
て
、
氏
の
所

和
刻
本
『
聖
諭
廣
訓
』
に
関
す
る
再
考

「
慶
長
以
に
あ

論
を
補
足
説
明
し
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
本
書
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
、
狩
野
氏
は
「
天
明
八

年
」
と
い
い
、
魚
返
善
雄
氏
も
「
天
明
八
年
」
と
い
う
。
ま
た
長

沢
規
矩
也
氏
『
和
刻
本
漠
籍
分
類
目
録
』
に
も
「
天
明
八
刊
」
と

(11) 

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
二
つ
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
。
―
つ
は
、
『
享
保
以
後
出
版
書
籍
目
録
』
に
本
書
の
出
願
年

(12) 

月
が
「
天
明
八
年
八
月
」
と
出
て
い
る
か
ら
。
も
う
―
つ
は
、
同

書
の
刊
記
が
「
天
明
八
年
戊
申
秋
八
月
官
許
印
行
」
と
な
っ
て
い

る
か
ら
。
し
か
し
、
官
許
を
得
た
こ
と
は
必
ず
し
も
直
ち
に
こ
れ

を
印
行
に
付
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
『
東
洋
文
庫
所
蔵
漠
籍
分
類
目
録
』
は
同
書
の
刊
記
に
従
わ

(13) 

ず
に
、
そ
の
出
版
年
代
を
「
天
明
九
年
」
と
決
め
て
い
る
。
筆
者

は
む
し
ろ
こ
の
判
断
に
賛
意
を
表
し
た
い
。
と
い
う
の
は
、
中
井

竹
山
の
「
刻
聖
諭
廣
訓
序
」
が
「
天
明
八
年
戊
申
季
冬
」
に
書
か

れ
、
ま
た
「
岡
山
処
士
菱
賓
」
す
な
わ
ち
菱
川
岡
山
の
「
跛
」
が

(14) 

「
天
明
己
酉
孟
春
之
日
」
に
記
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
戊
申
季

冬
」
と
は
、
天
明
八
年
十
二
月
で
あ
り
、
「
己
酉
孟
春
」
と
は
天

明
九
年
正
月
で
あ
っ
て
、
と
も
に
寛
政
改
元
が
お
こ
な
わ
れ
た
正

月
二
十
五
日
以
前
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
本
書
が
序
・
跛
の
そ
ろ

っ
た
形
に
な
っ
た
の
は
、
天
明
九
年
の
こ
と
に
違
い
な
い
。
因
み

に
、
中
井
竹
山
の
自
筆
に
よ
る
懐
徳
堂
『
学
校
公
務
記
録
』
に
は

六
〇



和
刻
本
『
聖
諭
廣
訓
』
に
関
す
る
再
考

第
七
〇
項
「
新
刻
の
聖
論
廣
訓
を
一
二
候
に
献
ず
」
と
い
う
記
事
が

あ
る
。
そ
の
詳
細
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
己
璽
―
―
月
）
同
月
、
新
刻
の
聖
諭
廣
訓
一
部
、
越
中
公
ヘ

献
上
、
一
部
は
相
摸
侯
へ
献
上
、
一
部
は
農
前
侯
へ
献
上
致

候
、
右
は
奮
冬
書
林
共
の
内
に
て
翻
刻
序
文
頼
来
り
致
置
候

(15) 

所
、
此
節
出
来
に
付
右
の
通
り
也
、

つ
ま
り
、
本
書
が
で
き
次
第
、
竹
山
は
こ
れ
を
も
っ
て
松
平
定
信

ら
に
献
上
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
発
行
は
「
己
酉
三
月
」

つ
ま
り
寛
政
元
年
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
序
・
跛
が
そ
ろ
っ
た

後
、
ニ
カ
月
経
っ
て
出
た
の
で
、
そ
の
間
は
印
刷
や
製
本
の
所
要

時
間
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
本
書
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
狩
野
氏

は
、
竹
山
が
本
書
の
和
刻
に
つ
い
て
大
阪
の
「
賣
人
に
勧
告
で
も

さ
れ
し
か
」
と
も
推
測
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
存

の
資
料
か
ら
み
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
は
乏
し
い
。
た
と
え

ば
、
上
記
の
『
学
校
公
務
記
録
』
に
お
い
て
、
竹
山
は
た
だ
「
奮

冬
書
林
共
の
内
に
て
翻
刻
序
文
頼
来
り
致
置
候
」
と
し
か
言
及
し

な
か
っ
た
。
ま
た
、
「
刻
聖
論
廣
訓
序
」
に
お
い
て
、
「
今
閻
閻

細
人
。
而
従
事
於
斯
挙
。
亦
隆
治
之
化
使
然
耳
。
予
皆
深
有
感
焉
。

遂
序
而
授
之
」
と
、
自
分
の
驚
喜
の
心
情
を
述
べ
て
い
る
。
も
し

本
書
の
和
刻
は
竹
山
の
勧
告
に
も
と
づ
い
て
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ

-ユ—·
/‘ 

の
叙
述
は
き
っ
と
別
様
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

実
は
、
菱
川
岡
山
の
跛
文
が
本
書
成
立
の
背
景
を
よ
く
伝
え
て

い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

文
字
之
関
乎
世
教
、
登
必
富
麗
与
典
雅
哉
、
唯
顧
其
用
無
用

何
如
耳
、
夫
錦
銹
之
貴
於
布
吊
、
識
者
慨
之
、
誠
使
黄
金
同

債
泥
土
、
則
世
寧
有
匪
葬
之
民
也
、
予
閲
斯
篇
、
其
言
則
孝

弟
仁
義
、
其
文
則
布
吊
寂
粟
、
又
何
羨
彼
錦
紡
之
為
耶
、
遼

年
梅
鼎
易
調
、
奎
壁
革
光
、
故
書
賣
之
謀
利
、
猶
多
渉
於
有

(17) 

用
、
則
文
字
之
関
乎
世
教
、
於
是
也
大
突
、

菱
川
岡
山
は
当
時
の
大
阪
城
代
堀
田
侯
に
仕
え
た
儒
臣
で
あ
っ

た
の
で
、
「
文
字
」
つ
ま
り
書
物
は
、
「
世
教
」
す
な
わ
ち
世
間

の
教
化
に
有
益
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
わ
け

で
あ
る
。
こ
の
論
述
の
前
半
は
、
実
は
田
沼
時
代
の
書
物
の
多
く

が
「
富
麗
」
、
「
典
雅
」
で
は
あ
っ
た
が
、
「
無
用
」
な
長
物
に

す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
批
判
文
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
、
松
平
定
信
の
入
閣
に
つ
れ
て
、
「
瀧
年
」
つ
ま
り
近
年
、

「
梅
鼎
易
調
、
奎
壁
革
光
」
、
新
し
い
気
運
が
熟
し
た
。
ゆ
え
に
、

「
書
賣
」
の
儲
け
口
も
ま
た
「
世
教
に
関
わ
る
」
「
有
用
」
な
書

物
に
転
じ
た
。
『
聖
諭
廣
訓
』
の
和
刻
は
こ
の
よ
う
な
動
き
の
端

的
表
現
で
あ
っ
た
。

小
雅
堂
と
星
文
堂
は
と
も
に
大
阪
高
麓
橋
一
丁
目
に
あ
っ
た
書



賣
で
あ
る
。
前
者
は
宝
暦
年
間
か
ら
弘
化
年
間
ま
で
活
躍
し
て
い

た
の
に
対
し
、
後
者
は
天
和
か
ら
天
保
ま
で
の
長
い
間
存
続
し
て

(18) 

い
た
。
和
刻
の
こ
と
は
お
よ
そ
こ
の
二
軒
の
書
雖
の
意
思
に
よ
っ

た
が
、
そ
の
ほ
か
、
和
刻
に
荷
担
し
た
書
賣
が
ま
た
あ
る
か
ど
う

か
は
現
時
点
で
は
ま
だ
判
明
で
き
な
い
。
た
だ
、
書
賣
で
な
い
曽

谷
学
川
が
こ
の
一
件
の
主
役
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
事
実
で
あ

る
。
曽
谷
氏
（
一
七
三
八
ー
一
七
九
七
）
、
名
は
子
唯
、
字
は
応

聖
、
通
称
は
忠
介
、
別
に
学
川
、
読
駿
居
士
、
曼
陀
羅
居
な
ど
の

数
号
が
あ
る
。
京
都
の
人
で
あ
っ
て
、
築
刻
を
高
芙
蓉
に
学
ん

だ
。
後
大
阪
に
移
住
し
、
詩
文
を
片
山
北
海
に
教
わ
っ
た
。
『
印

籍
考
』
、
『
浪
華
郷
友
録
』
な
ど
多
数
の
編
撰
が
あ
り
、
当
時
の

(19) 

一
名
士
で
あ
っ
た
。
彼
は
『
聖
諭
廣
訓
』
の
和
刻
に
あ
た
っ
て
、

本
文
の
訓
点
・
校
正
を
担
当
し
、
ま
た
、
序
・
跛
の
こ
と
を
自
ら

(20) 

竹
山
・
岡
山
に
依
頼
し
た
。
同
じ
く
混
沌
社
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

も
の
の
、
詩
友
の
曽
谷
に
対
す
る
菱
川
岡
山
の
評
価
は
あ
ま
り
高

く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

曽
君
与
予
有
奮
、
其
人
風
流
雅
尚
未
嘗
問
世
之
紛
絃
、
彫
贔

(21) 

自
分
、
如
将
終
身
者
、

つ
ま
り
、
彼
は
以
前
曽
谷
を
「
彫
轟
」
小
技
を
嗜
み
、
世
道
人
倫

に
一
向
に
無
関
心
な
「
風
流
」
雅
士
と
見
な
し
て
い
た
。
し
か
し
、

「
孝
弟
仁
義
」
、
「
布
吊
寂
粟
」
を
強
調
し
た
『
聖
諭
廣
訓
』
の
和

和
刻
本
『
聖
諭
廣
訓
』
に
関
す
る
再
考

己
〗

刻
に
対
す
る
曽
谷
の
熱
意
は
、
彼
の
先
入
観
を
変
え
た
。

然
今
次
之
挙
、
応
聖
首
有
力
焉
、
蓋
亦
有
意
於
斯
民
者
也
、

(22) 

人
固
不
可
皮
相
哉
、

こ
こ
で
は
、
菱
川
岡
山
は
本
書
の
和
刻
に
お
け
る
曽
谷
の
役
割
を

肯
定
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
経
世
的
意
向
に
も
好
評
を
与

え
て
い
る
の
で
あ
る
。

菱
川
岡
山
の
跛
文
と
比
べ
て
、
中
井
竹
山
の
序
文
は
一
層
高
い

視
点
と
広
い
視
野
で
『
聖
諭
廣
訓
』
の
和
刻
を
評
価
し
て
い
る
。

前
述
に
も
二
、
三
ふ
れ
た
が
、
行
論
上
、
こ
こ
で
は
そ
の
全
文
を

紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

刻
聖
諭
廣
訓
序

府
人
或
翻
刻
聖
諭
廣
訓
゜
伶
曽
応
聖
請
序
於
予
。
予
危
坐
正

襟
曰
。
於
戯
海
外
康
煕
顎
正
間
。
盟
信
達
順
之
徳
。
務
本
敦

実
之
道
。
殆
乎
出
於
漠
唐
令
主
之
右
。
其
諭
条
十
六
。
訓
言

一
萬
。
切
近
懇
到
。
｛
是
為
提
耳
之
誨
焉
。
吾
邦
享
保
年
。
維

新
之
業
。
乃
有
六
諭
術
義
之
官
刻
。
申
布
以
大
意
之
撰
。
為

得
大
舜
取
於
人
以
為
善
之
意
。
今
也
国
家
。
克
縄
祖
武
。
廟

堂
有
人
。
海
内
歌
之
。
則
民
間
斯
刻
。
亦
為
能
承
徳
意
者
。

前
日
二
書
之
諄
言
国
字
。
皆
便
乎
盲
俗
。
今
日
文
教
滋
振
。

r 
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和
刻
本
『
聖
諭
廣
訓
』
に
関
す
る
再
考

則
斯
編
正
文
。
俗
間
亦
往
々
誦
読
通
暁
焉
。
是
皆
家
告
戸
喩

者
。
可
以
助
風
化
也
。
当
初
腱
寄
『
年
暦
既
相
接
近
。
今
我

天
明
。
与
彼
乾
隆
。
治
教
又
相
輝
映
。
登
不
美
乎
哉
。
彼
匪

冠
裳
之
類
。
我
匪
赤
県
之
区
。
而
其
致
隆
治
。
則
同
有
三
代

之
遺
。
幾
不
奇
乎
哉
。
今
閻
閻
細
人
。
而
従
事
於
斯
挙
。
亦

隆
治
之
化
使
然
耳
。
予
皆
深
有
感
焉
。
遂
序
而
授
之
。

天
明
八
年
戊
申
季
冬

(23) 

大
阪
府
懐
徳
書
院
教
授
竹
山
居
士
中
井
積
善
撰
井
書

こ
の
序
に
お
い
て
、
竹
山
は
よ
く
対
比
の
手
法
で
当
代
の
時
勢
を

論
じ
て
い
る
。
―
つ
は
、
清
代
と
徳
川
時
代
と
の
対
比
で
あ
る
。

ま
ず
、
「
海
外
康
熙
痙
正
間
」
と
「
吾
邦
享
保
年
」
と
が
対
比
さ

れ
る
。
康
熙
か
ら
薙
正
へ
の
改
元
は
一
七
二
三
年
に
行
な
わ
れ
た

が
、
先
述
の
よ
う
に
、
そ
の
翌
年
、
康
熙
帝
の
上
論
十
六
条
に
対

す
る
薙
正
帝
の
萬
言
訓
が
宣
布
さ
れ
た
。
一
方
、
一
七
二
二
（
享

保
七
）
年
に
、
将
軍
吉
宗
の
旨
意
に
も
と
づ
く
『
六
論
術
義
』
の

官
刻
や
室
鳩
巣
の
「
大
意
」
作
成
が
、
日
本
で
行
な
わ
れ
た
。
日

中
両
国
は
、
期
せ
ず
し
て
同
じ
く
治
教
に
大
い
に
力
を
入
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
今
我
天
明
」
と
「
彼
乾
隆
」
と
が
対
比
さ

れ
る
。
「
今
我
天
明
」
と
は
、
明
ら
か
に
天
明
六
年
に
田
沼
意
次

が
老
中
を
退
任
す
る
ま
で
の
時
期
を
指
す
の
で
は
な
く
、
天
明
七

年
に
松
平
定
信
が
老
中
に
な
っ
て
か
ら
の
時
期
を
指
す
の
で
あ

六一

る
。
い
わ
ゆ
る
「
廟
堂
に
人
有
り
、
海
内
之
れ
を
歌
ふ
」
と
は
、

松
平
定
信
へ
の
賛
辞
に
違
い
な
い
。
事
実
上
、
天
明
八
年
の
年
末

に
こ
の
序
を
書
い
た
竹
山
は
、
同
年
の
始
め
に
す
で
に
元
旦
試
筆

の
詩
で
松
平
定
信
に
褒
詞
を
捧
げ
た
。

天
明
八
年
王
正
月
。
日
暖
風
悟
物
候
新
。
仄
聴
親
藩
労
閣

務
。
争
伝
賢
相
戒
詔
巡
。
民
歌
宿
弊
獨
除
日
。
世
快
群
姦
廃

(24) 

麒
頻
。
河
嶽
朝
来
分
外
詞
。
便
知
萬
国
太
平
春
。

こ
こ
で
は
、
竹
山
は
松
平
定
信
を
「
賢
相
」
と
称
え
た
が
、
翌
年

の
「
草
茅
危
言
序
」
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
後
者
を
股
の
湯
王
の

相
伊
手
や
周
の
武
王
・
成
王
の
相
周
公
旦
の
よ
う
な
良
相
と
擬
定

し
た
。
至
於
近
歳
、
世
道
一
変
、
白
川
侯
源
公
、
以
国
之
斃
親
而
賢

0

0

 

明
抜
幸
也
、
受
殊
遇
当
釣
軸
、
以
修
伊
周
之
業
、
則
不
仁
者

遠
突
、
治
教
之
休
、
四
海
風
動
、
以
啓
言
路
、
達
下
情
、
質

為
挽
古
竿
比
、
初
也
求
言
有
録
、
後
也
求
龍
有
説
、
意
亦
其

勤
突
、
不
図
身
未
先
朝
露
、
而
遇
斯
盛
世
也
、
且
也
、
客
歳

戊
申
、
公
巡
畿
邦
、
謬
録
愚
虚
名
、
扉
翅
車
之
招
、
忘
勢
下

(25) 

士
之
学
、
蒻
然
盈
座
、
垂
間
壺
々
、
更
僕
而
後
罷
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、
松
平
定
信
の
知
遇
を
得
た
竹
山
の
感
激
の
心
境

が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
問
題
は
、
同
じ
く
定
信
と
会
見
し
た
後
に

い
た
「
刻
聖
諭
廣
訓
序
」
は
、
な
ぜ
こ
の
序
に
あ
る
よ
う
な
明



快
な
褒
詞
を
と
ら
な
い
で
、
「
廟
堂
に
人
有
り
」
と
い
う
よ
う
な

含
蓄
の
表
現
を
と
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
「
刻
聖
諭
廣
訓

序
」
を
書
い
た
当
時
、
竹
山
は
同
書
の
公
刊
を
予
想
し
、
定
信
に

対
す
る
公
然
た
る
絶
賛
を
遠
慮
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

序
に
お
い
て
竹
山
が
行
な
っ
た
い
ま
―
つ
の
対
比
は
、
清
代
中

国
・
徳
川
時
代
の
日
本
と
古
代
中
国
と
の
対
比
で
あ
る
。
彼
は
、

康
熙
帝
・
顎
正
帝
の
治
教
は
、
「
殆
ど
漠
唐
令
主
の
右
に
出
づ
」

と
断
定
し
た
。
ま
た
、
享
保
「
維
新
の
業
」
の
一
っ
と
し
て
の
「
六

諭
術
義
の
官
刻
」
と
大
意
の
配
布
は
「
大
舜
」
の
治
教
の
「
意
」

思
を
得
て
い
る
と
評
価
し
た
。
さ
ら
に
、
当
時
の
日
中
両
国
は

「
同
じ
く
三
代
の
遺
有
り
」
と
賛
美
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
当
代
の
時
勢
を
位
置
づ
け
た
の
で
、
『
聖
諭
廣

訓
』
の
和
刻
に
対
す
る
竹
山
の
批
評
は
菱
川
岡
山
の
そ
れ
と
は
、

着
眼
点
が
自
ら
違
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
彼
は
、
「
今
」
の
「
国

家
」
が
治
教
を
つ
と
め
て
い
る
か
ら
「
民
間
斯
の
刻
」
が
は
じ
め

て
可
能
と
な
り
、
逆
に
い
え
ば
、
こ
の
一
件
は
民
が
よ
く
国
家
の

「
徳
意
を
承
く
る
」
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
考
え
て
い
る
。
そ

し
て
、
民
間
が
「
斯
の
挙
に
従
事
す
」
る
前
提
は
そ
の
教
養
が
高

く
な
り
、
「
斯
の
編
（
『
聖
諭
廣
訓
』
を
指
す
ー
筆
者
）
の
正
文
、

俗
間
亦
た
往
々
と
し
て
誦
読
し
通
暁
す
」
る
こ
と
に
あ
る
と
指
摘

し
、
ま
た
、
そ
れ
は
享
保
以
来
「
文
教
滋
振
す
」
る
結
果
で
あ
る

和
刻
本
『
聖
諭
廣
訓
』
に
関
す
る
再
考

と
も
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
聖
諭
廣
訓
』
が
和
刻
の
運
び
と

な
っ
た
の
は
、
す
べ
て
国
家
の
「
隆
治
の
化
然
ら
し
む
る
」
こ
と

で
あ
っ
た
、
と
彼
は
見
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

竹
山
の
当
代
時
勢
論
で
と
く
に
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
そ
の
享

保
維
新
観
で
あ
る
。
「
刻
聖
諭
廣
訓
序
」
に
お
い
て
は
、
所
論
の

関
係
上
、
「
維
新
の
業
」
へ
の
言
及
が
「
六
諭
術
義
の
官
刻
」
と

「
大
意
之
撰
」
の
「
申
布
」
に
止
ま
っ
た
が
、
翌
年
の
「
草
茅
危

言
序
」
で
は
さ
ら
に
懐
徳
堂
の
官
許
に
も
ふ
れ
て
い
る
。

蓋
国
家
創
業
之
隆
、
守
成
之
美
、
以
崇
儒
術
、
修
文
教
、
実

卓
越
子
前
古
、
延
及
享
保
中
興
、
深
仁
厚
澤
、
以
陶
鎗
一

世
、
猜
与
亦
盛
突
、
時
以
徳
意
特
命
吾
先
父
、
設
痒
襲
子
大

坂
、
用
朧
後
民
、
到
子
今
六
十
有
余
年
、
愚
也
守
先
父
之

職
雖
類
鈍
迂
戻
乎
、
蚤
歳
読
書
諧
道
、
窟
与
有
聞
焉
、
乃

(26) 

欽
仰
盛
業
、
於
其
風
猷
制
度
也

こ
こ
で
は
、
竹
山
は
、
「
享
保
中
興
」
の
「
盛
業
」
や
吉
宗
の

「
風
猷
制
度
」
に
対
す
る
感
服
の
気
持
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
表
わ

し
た
。
ま
た
、
同
書
巻
之
一
の
「
国
家
制
度
の
事
」
項
に
お
い

て
、
次
の
よ
う
に
松
平
老
中
に
献
言
し
た
。

今
日
は
享
保
中
興
の
余
烈
を
受
給
ひ
、
大
有
為
の
時
に
し
て

大
有
為
の
人
と
ま
せ
ば
、
其
施
為
の
易
き
は
屋
上
建
領
の
勢

(27) 

と
も
云
べ
く
、
実
に
千
載
の
一
時
な
る
べ
し
。

六
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和
刻
本
『
聖
論
廣
訓
』
に
関
す
る
再
考

つ
ま
り
、
竹
山
は
、
享
保
改
革
の
影
響
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
う
ち

に
改
革
を
断
行
す
れ
ば
、
功
を
奏
し
や
す
い
と
考
え
て
い
た
わ
け

で
あ
る
。

し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
「
刻
聖
諭
廣
訓
序
」
の
作
成

は
、
松
平
の
老
中
就
任
の
一
年
半
後
の
こ
と
で
、
『
草
茅
危
言
』

の
作
成
は
さ
ら
に
二
年
半
後
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
間
両
者
が
面

会
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
竹
山
の
享
保
維
新
・
中
興
論
は
、

そ
の
独
自
の
提
唱
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
松
平
の
「
享
保
之
古

に
復
し
た
き
」
施
政
方
針
へ
の
呼
応
と
い
っ
た
方
が
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
天
明
七
年
に
、
松
平
定
信
が
老
中
に
就
任

し
た
直
後
、
す
で
に
享
保
復
古
の
意
思
を
表
明
し
た
。
以
後
、
そ

の
所
論
に
お
い
て
も
度
々
こ
れ
を
強
調
し
た
。
大
坂
で
の
引
見
の

と
き
、
竹
山
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
「
此
方
学
術
立
方
の
義
」
、
「
其

外
経
義
等
彼
是
、
又
は
京
大
阪
諸
儒
の
御
沙
汰
、
其
外
世
事
民
間
(28) 

の
事
、
諸
国
諸
侯
御
風
儀
の
事
、
古
今
書
籍
の
義
、
長
崎
の
事
」

な
ど
に
つ
い
て
話
を
交
わ
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
間
、
た
ぶ

ん
享
保
の
こ
と
に
も
言
及
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
竹
山
の
所
論
は
松
平
老
中
の
意
向
を
了
解
し
た
上
で
展
開
さ

れ
た
も
の
に
違
い
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
単
な
る
迎

合
で
は
な
く
、
前
述
の
よ
う
に
、
老
中
の
政
見
に
対
す
る
強
い
共

感
と
歴
史
に
対
す
る
深
い
識
見
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

六
五

和
刻
本
『
聖
論
廣
訓
』
の
成
立
事
情
と
竹
山
の
序
の
主
旨
に
つ

い
て
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
当
時
に
お
け
る
本
書
の

影
轡
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
ま
ず
注
目
す
べ
き
こ
と

は
『
聖
諭
廣
訓
』
と
『
草
茅
危
言
』
と
の
関
係
で
あ
る
。
先
に
も

ふ
れ
た
よ
う
に
、
竹
山
の
序
は
天
明
八
年
十
二
月
に
作
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
竹
山
の
『
学
校
公
務
記
録
』
か
ら
、
そ
れ
は
『
草

茅
危
言
』
下
巻
が
で
き
た
翌
月
の
こ
と
だ
と
推
定
で
き
る
。

国
家
の
義
兼
て
存
寄
候
て
、
草
茅
危
言
と
申
一
書
撰
述
致
し

度
、
年
来
心
懸
居
候
所
、
今
般
白
川
侯
御
内
命
に
て
追
々
存

寄
候
申
上
候
様
と
の
御
事
故
、
七
月
以
来
存
立
、
先
差
向
侯

大
阪
の
義
を
下
巻
に
認
可
申
存
念
に
て
、
此
義
当
用
の
事

故
、
先
下
巻
よ
り
草
成
致
し
、
十
一
月
出
来
立
、
吉
田
、
大

津
多
の
両
士
へ
向
差
出
し
、
上
巻
は
来
春
に
至
り
速
々
成
書

(29) 

に
及
可
申
旨
申
遣
候
所
、
早
速
御
聞
に
達
候
旨
申
来
候

つ
ま
り
、
白
河
楽
翁
の
内
命
を
受
け
た
竹
山
は
ま
ず
大
坂
関
係
の

建
言
を
「
下
巻
」
と
し
て
ま
と
め
、
そ
れ
か
ら
、
「
上
巻
」
に
取

り
組
む
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
上
巻
の
作
成
は
「
来
春
」
と
予
定

さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
の
で
き
あ
が
り
は
、
「
草
茅
危
言
序
」
に

(30) 

よ
れ
ば
、
翌
年
の
冬
に
な
っ
た
ら
し
い
。
竹
山
は
序
の
こ
と
を
頼

匡



ま
れ
た
時
は
も
ち
ろ
ん
、
和
刻
本
が
出
た
あ
と
も
、
そ
の
『
聖
論

廣
訓
』
を
読
ん
だ
に
違
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
『
草
茅
危

言
』
上
巻
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
思
わ
れ

(31) 
る。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
寛
政
元
年
三
月
、
新
刻
の
『
聖
諭
廣

訓
』
が
で
き
た
直
後
、
竹
山
は
そ
れ
を
も
っ
て
松
平
老
中
に
献
上

し
た
。
ゆ
え
に
、
『
聖
諭
廣
訓
』
は
直
接
幕
政
に
影
響
し
た
か
も

し
れ
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

狩
野
氏
は
、
『
六
諭
術
義
』
は
「
書
を
読
ま
ぬ
階
級
即
ち
理
屈

な
ど
の
分
ら
ぬ
も
の
に
対
し
、
彼
に
最
必
要
な
る
実
践
道
徳
の
目

を
指
示
し
た
る
も
の
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
聖
諭
廣
訓
』
は
民

衆
だ
け
で
は
な
く
、
読
書
人
を
も
そ
の
教
訓
の
対
象
と
し
た
も
の

で
、
中
に
は
「
隆
学
校
以
端
士
習
」
と
い
っ
た
「
国
家
の
や
る

(32) 

事
」
も
含
ま
れ
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
考
え
て
み
れ

ば
、
『
聖
諭
廣
訓
』
が
こ
の
よ
う
な
性
格
を
有
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
竹
山
は
こ
れ
を
も
っ
て
白
河
楽
翁
に
献
上
し
、
そ
の
施
政
の

参
考
に
提
供
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
松
平
定
信
が
天
明
八
年
四
月
に
書
い
た
『
政
語
』
に
示

し
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
『
聖
諭
廣
訓
』
が
和
刻
さ
れ
る
前
に
、

(33} 

す
で
に
政
教
の
大
本
十
三
則
を
決
め
し
か
も
そ
の
内
容
の
多
く

を
そ
れ
と
同
じ
く
し
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
孝
徳
・
倹
素
・

和
刻
本
『
聖
論
廣
訓
』
に
関
す
る
再
考

農
桑
・
風
俗
改
善
な
ど
の
強
調
に
つ
い
て
、
両
者
が
完
全
に
一
致

し
て
い
る
。
し
か
し
、
清
の
皇
帝
も
同
様
な
政
見
を
も
っ
て
い
る

と
知
っ
た
こ
と
は
、
改
革
を
推
進
・
励
行
し
て
い
る
松
平
定
信
ら

に
と
っ
て
や
は
り
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
実
際

『
聖
諭
廣
訓
』
に
は
、
「
隆
学
校
以
端
士
習
」
、
「
麒
異
端
以
崇
正

学
」
、
「
講
法
律
以
傲
愚
頑
」
、
「
務
本
業
以
定
民
志
」
、
「
完
銭
糧

以
省
催
科
」
な
ど
の
参
考
に
値
す
る
項
目
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
賦
異
端
以
崇
正
学
」
に
関
す
る
訓
釈
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

朕
惟
欲
厚
風
俗
、
先
正
人
心
、
欲
正
人
心
、
先
端
学
術
、
夫

人
受
天
地
之
中
以
生
、
惟
此
倫
常
、
日
用
之
道
、
為
智
愚
之

所
共
由
、
（
中
略
）
聖
功
王
道
、
悉
本
正
学
、
至
於
非
聖
之

書
、
不
経
之
典
、
驚
世
駿
俗
、
紛
紛
籍
籍
、
起
而
為
民
物
之

露
者
、
皆
為
異
端
、
所
宜
屏
絶
、
（
中
略
）
損
斥
異
端
、
直

如
盗
賊
水
火
、
水
火
盗
賊
害
止
及
身
、
異
端
之
害
、
及
人

心
、
心
之
本
体
、
有
正
無
邪
、
荀
有
主
持
、
自
然
不
惑
（
下

(341) 
略）

こ
こ
に
い
う
「
異
端
」
と
は
、
「
釈
氏
之
教
」
つ
ま
り
仏
教
、

「
老
氏
之
教
」
つ
ま
り
道
教
、
「
白
蓮
」
教
、
「
西
洋
教
宗
天

主
」
つ
ま
り
天
主
教
な
ど
を
指
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
異
端
と

対
置
さ
せ
て
い
る
「
正
学
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
朱
子
学
」

六
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和
刻
本
『
聖
論
廣
訓
』
に
関
す
る
再
考

で
あ
っ
た
。

る。

紙
幅
の
都
合
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
紹
介
は
省
略
す

こ
こ
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
端
学
術
」
す
な
わ

ち
「
麒
異
学
以
崇
正
学
」
は
、
「
正
人
心
」
、
「
厚
風
俗
」
の
先
決

条
件
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
寛
政
異
学
の
禁
」
は

こ
の
『
聖
諭
廣
訓
』
が
和
刻
・
献
上
さ
れ
た
翌
年
に
行
わ
れ
た
の

で
、
後
者
が
前
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
は
、

興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。

為
政
者
の
ほ
か
、
一
般
民
衆
に
は
こ
の
書
物
は
ど
の
よ
う
な
影

轡
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
和
刻
本
『
聖
諭
廣
訓
』
の
板
記
に

は
、
つ
ぎ
の
予
告
が
あ
る
。

聖

諭

廣

訓

国

字

解

全

三

冊

追

刊

(35) 

聖
諭
廣
訓
大
意
ひ
ら
か
な
全
二
冊
追
刊

魚
返
善
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
た
し
か
に
刊
行
さ
れ
、
ま
た

「
国
字
解
本
は
琉
球
あ
た
り
ま
で
運
ば
れ
て
利
用
さ
れ
た
形
跡
が

(36) 

あ
る
」
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
長
沢
規
矩
也
『
和
刻
本
漠
籍
分

類
目
録
』
や
『
国
書
総
目
録
』
な
ど
に
は
そ
れ
に
関
す
る
記
載
が

な
く
、
ま
た
東
京
、
京
都
、
大
阪
の
若
干
主
要
図
書
館
の
蔵
書
目

録
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
の
調
査
で
は
、
和

刻
本
『
聖
諭
廣
訓
』
そ
の
も
の
も
東
洋
文
庫
な
ど
極
少
数
の
図
書

館
に
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
ぶ
ん
い
ず
れ
も
初

版
の
部
数
が
少
な
く
、
ま
た
再
版
も
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

六
七

か
と
推
測
さ
れ
る
。

『
聖
諭
廣
訓
』
が
『
六
諭
術
義
』
ほ
ど
広
く
一
般
に
読
ま
れ
な

か
っ
た
主
な
原
因
は
幕
府
が
こ
れ
を
宣
伝
し
な
か
っ
た
た
め
だ

が
、
ほ
か
に
そ
の
文
章
自
体
に
も
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
ま
ず
、
そ
の
中
の
い
く
つ
か
の
箇
条
が
明
ら
か
に
日
本
の
社

会
情
況
へ
の
適
合
性
を
も
っ
て
い
な
い
と
指
摘
で
き
る
。
た
と
え

ば
、
「
篤
宗
族
以
昭
確
睦
」
、
「
和
郷
党
以
息
争
訟
」
、
「
聯
保
甲

以
弾
盗
賊
」
な
ど
で
は
、
宗
族
・
郷
党
・
保
甲
と
い
っ
た
概
念
を

用
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
中
国
の
社
会
や
伝
統
の
所
産
で
あ
る

た
め
、
翻
訳
す
る
こ
と
さ
え
大
変
困
難
で
あ
り
、
ま
し
て
一
般
庶

民
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
『
聖
諭
廣

訓
』
の
箇
条
ま
た
は
解
釈
の
文
章
も
『
六
諭
術
義
』
以
上
に
難
解

で
あ
る
。
内
藤
趾
隻
は
『
六
諭
術
義
』
の
和
解
の
分
か
り
や
す
さ

に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

徳
川
氏
ノ
心
ヲ
明
倫
二
用
キ
シ
ハ
、
東
照
公
以
来
年
久
シ
キ

コ
ト
ナ
レ
バ
、
高
札
又
ハ
触
書
申
渡
シ
等
ニ
テ
、
人
民
ノ
風

俗
ヲ
正
シ
戒
メ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ハ
、
少
ナ
カ
ラ
ザ
レ
ド
モ
、

未
能
其
ノ
道
理
ヲ
親
切
二
暁
諭
セ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
ハ
ア
ラ

ズ
。
且
其
ノ
文
句
モ
、
簡
短
ニ
シ
テ
、
俗
耳
二
染
ミ
ガ
タ
キ

モ
ノ
多
カ
リ
シ
ニ
‘
此
ノ
六
諭
ノ
和
解
二
至
リ
テ
ハ
、
専
山

野
ノ
童
襦
ニ
モ
、
暁
リ
易
カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
謀
リ
テ
、
平
易
ニ



『
聖
諭
廣
訓
』
の
和
刻
や
和
解
は
、
『
六
諭
術
義
』
の
そ
れ
と

同
じ
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
中
国
の
教
訓
書
の
受
容
の
代

表
的
事
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
中
国
の
「
教
育
勅
語
」

で
あ
っ
た
だ
け
に
、
大
義
名
分
を
重
ん
じ
る
儒
者
た
ち
が
こ
れ
を

受
け
入
れ
る
姿
勢
も
慎
重
的
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
『
六
論
術

四

作
リ
タ
ル
者
ナ
レ
バ
、
之
ヲ
読
ム
モ
ノ
ヽ
、
感
動
ス
ル
コ
ト

モ
格
別
ニ
シ
テ
、
大
二
風
化
ノ
益
ト
モ
ナ
リ
シ
ナ
リ
、
是
ョ

リ
メ
、
追
方
ノ
人
民
マ
デ
モ
、
深
ク
道
理
ノ
重
ズ
ベ
キ
ヲ
知

リ
、
マ
ス
マ
ス
忠
孝
貞
節
ノ
行
ヲ
貴
ブ
如
ク
ニ
ナ
リ
タ
ル

ハ
、
太
平
ヲ
維
持
シ
、
民
心
ヲ
安
撫
ス
ル
方
術
二
於
テ
ハ
、

実
に
コ
ヨ
ナ
キ
上
策
卜
云
フ
ベ
シ
。
（
有
徳
）
公
ノ
文
二
資

(37) 

シ
テ
、
以
テ
治
ヲ
助
ル
コ
ト
、
此
事
尤
功
効
ア
リ
。

『
六
諭
術
義
』
は
、
も
と
も
と
明
末
の
白
話
（
口
語
）
で
書
か
れ

た
も
の
で
あ
り
、
荻
生
祖
裸
の
訓
点
と
室
鳩
巣
の
和
解
を
経
て
、

一
層
明
解
の
文
章
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
比
べ
て
、
『
聖
諭
廣
訓
』

は
、
十
六
条
上
諭
は
も
ち
ろ
ん
訓
釈
も
ま
た
文
言
で
書
か
れ
、
訓

点
や
和
解
が
は
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
そ
の
難
し
さ
を
解
消
し
た
か
、

疑
問
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
読
者
層
の
狭
い
こ
と
は
、
い
わ
ば
当
然

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

和
刻
本
『
聖
論
廣
訓
』
に
関
す
る
再
考

の
官
刻
に
つ
い
て
は
、
荻
生
祖
裸
は
最
初
は
む
し
ろ
反
対
の

態
度
を
取
っ
た
。
彼
は
民
間
で
上
梓
す
る
な
ら
ば
と
も
か
く
、
官

板
と
し
て
印
行
す
る
と
い
う
に
至
っ
て
は
、
国
体
の
面
目
か
ら
し

て
も
甚
だ
面
白
く
な
く
、
我
国
も
琉
球
と
同
様
に
清
朝
皇
帝
の
聖

論
を
服
府
す
る
属
国
視
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
、
と
考
え
て
い
た

(38) 

の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
聖
論
廣
訓
』
に
関
し
て
は
、
そ
の
和
刻
本

が
出
た
直
後
、
竹
山
の
序
も
問
題
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
非
難
者

は
当
時
二
十
九
歳
の
「
少
年
気
盛
」
の
儒
学
者
猪
飼
敬
所
で
あ
っ

こ。
キ
ー

猪
飼
敬
所
（
一
七
六
―
|
―
八
四
五
）
、
名
は
彦
博
、
字
は
希

文
、
敬
所
は
そ
の
号
で
あ
る
。
京
都
の
人
。
手
島
堵
庵
に
心
学
、

巌
垣
龍
湊
に
儒
学
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
三
回
も
懐
徳
堂
を
尋
ね
、

竹
山
に
教
え
を
乞
う
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
か
れ
は

一
七
八
九
（
寛
政
元
）
年
八
月
十
日
に
竹
山
あ
て
の
批
判
書
に
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

裔
経
大
坂
、
三
詣
貴
居
、
観
望
儀
型
、
先
生
不
棄
其
郷
劣
、

談
経
論
文
、
諄
々
不
倦
、
然
以
四
方
投
刺
日
紛
絃
、
故
僅
認

(
3
9
}
 

僕
面
、
未
記
僕
姓
名
、
其
交
之
浅
、
殆
乎
同
行
道
之
人

こ
れ
に
よ
っ
て
、
敬
所
は
、
竹
山
の
丁
寧
な
教
え
に
は
感
謝
し
な

が
ら
も
、
竹
山
が
自
分
の
名
前
さ
え
覚
え
て
く
れ
な
か
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
不
満
を
抱
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
意
気
軒
品
の
荻
生

六
八



和
刻
本
『
聖
論
廣
訓
』
に
関
す
る
再
考

祖
裸
が
一
二
十
八
歳
の
と
き
、
仁
斎
が
返
事
し
て
く
れ
な
か
っ
た
た

め
怒
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
ら
れ
て
、
面
白
く
思
わ
れ
る
。
同
批

判
書
に
お
い
て
は
、
敬
所
は
ま
ず
竹
山
の
「
刻
聖
論
廣
訓
序
」
と

い
う
題
に
は
「
直
称
聖
諭
」
の
称
呼
問
題
が
あ
っ
て
、
「
天
無
二

日
、
国
無
二
尊
」
と
い
う
「
古
今
之
通
義
」
に
違
反
し
て
い
る
、

と
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
、
竹
山
が
中
国
の
皇
帝
を
尊
戴
し
て
い
る

と
攻
撃
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
竹
山
は
自
分
の
立

場
か
ら
猛
反
発
し
た
が
、
紙
幅
の
関
係
上
、
こ
の
点
に
深
く
立
ち

入
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
本
稿
の
主
題
に
関
連
す
る
「
享
保
維

新
」
観
を
め
ぐ
る
竹
山
・
敬
所
の
論
争
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
と

思
う
。
竹
山
に
対
す
る
敬
所
の
批
判
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

維
新
之
業
、
乃
有
六
諭
術
意
之
官
刻

愚
按
、
維
新
二
字
、
下
得
不
当
、
且
此
一
句
尤
覚
糊
塗
、
嘗

聞
東
照
公
之
創
業
也
、
以
孝
弟
敦
睦
、
論
於
海
内
、
掲
榜
文

子
通
衝
、
以
観
万
民
、
永
為
世
典
、
邦
俗
謂
之
御
高
札
、
蓋

文
昌
公
（
有
徳
院
の
誤
り
で
あ
る
。
竹
山
が
反
論
す
る
と

き
、
こ
の
点
を
嘲
笑
し
た
—
ー
ー
筆
者
）
之
斯
挙
、
亦
以
廣
祖

訓
者
也
、
今
也
不
称
焉
、
不
亦
一
大
欠
事
乎
、
如
高
筆
則
畢

(40) 

党
治
教
之
美
、
専
帰
於
彼
突
、
請
加
一
二
思
、

こ
れ
に
対
し
て
、
竹
山
は
ま
ず
、
「
維
新
ノ
本
語
」
の
意
味
か

ら
説
き
だ
し
、
「
享
保
維
新
」
と
い
う
命
題
に
は
語
弊
が
な
か
っ

六
九

た
と
強
調
し
て
い
る
。

維
新
ノ
字
、
何
ュ
ヘ
当
ラ
ヌ
ニ
ャ
、
維
新
ノ
本
語
ハ
、
武
王

革
命
ノ
時
ヲ
指
二
非
ズ
、
文
王
三
分
服
事
ノ
時
ヲ
イ
フ
也
、

周
ハ
奮
邦
ナ
レ
ド
モ
、
文
王
二
至
リ
見
ヵ
ハ
ス
如
ク
ナ
リ
タ

レ
バ
、
是
ヲ
奮
邦
維
新
卜
云
ナ
リ
、
御
当
家
元
禄
正
徳
ノ
間

ニ
国
勢
ア
シ
ク
ナ
リ
ュ
キ
シ
ヲ
、
享
保
中
興
ニ
テ
見
ヵ
ハ
ス

如
ク
ニ
ナ
リ
タ
ル
ハ
、
奮
邦
維
新
二
非
ャ
、
ソ
レ
ヲ
当
ラ
ヌ

(41) 

ト
ハ
、
何
二
当
ラ
ヌ
コ
ト
ニ
ャ

そ
し
て
、
家
康
の
御
高
札
に
ふ
れ
ず
に
、
「
治
教
の
美
」
を
専
ら

吉
宗
に
帰
し
た
と
い
う
猪
飼
の
非
難
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

反
駁
す
る
。

廣
訓
ハ
彼
邦
ニ
テ
官
刻
ノ
民
間
二
布
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
我
邦

ニ
テ
民
間
ノ
暁
シ
ニ
ナ
ル
ベ
キ
書
ヲ
官
刻
メ
布
タ
ル
ハ
、
六

論
術
義
ヲ
始
メ
ト
ス
、
能
類
シ
タ
ル
コ
ト
ユ
ヘ
、
是
ヲ
引
夕

ル
也
、
始
祖
ノ
御
高
札
ハ
切
実
ナ
ル
有
難
キ
事
ナ
レ
ド
モ
、

是
ハ
先
王
ノ
教
令
ヲ
象
魏
（
宮
城
の
門
ー
—
'
筆
者
）
二
掲
ル

ノ
類
ニ
テ
、
刻
メ
民
間
二
布
ト
ハ
事
体
同
ジ
カ
ラ
ズ
、
何
故

ニ
コ
、
二
引
ベ
キ
ャ
、
六
喩
ノ
官
刻
ハ
（
中
略
）
御
高
札
ナ

ド
ノ
祖
訓
ノ
美
意
ヲ
廣
ム
ル
ナ
ド
ト
ハ
云
ベ
ケ
レ
ド
モ
、
高

札
ノ
文
ヲ
敷
術
メ
刻
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
非
レ
バ
、
直
チ
ニ
祖
訓

ヲ
廣
ム
ル
ト
ハ
云
ベ
カ
ラ
ズ
、
（
中
略
）
治
教
ノ
美
ヲ
専
帰



ス
ル
ト
駁
セ
ラ
ル
ル
ト
モ
、
コ
コ
ハ
官
刻
ノ
一
事
ノ
美
ヲ
云

ナ
リ
、
淀
ネ
ク
治
教
ヲ
云
コ
ト
ニ
非
ズ
、
国
初
ノ
治
教
ハ
、

固
ヨ
リ
美
ナ
ル
コ
ト
ナ
レ
ト
モ
、
何
モ
コ
コ
ニ
入
用
ナ
シ
、

又
コ
ノ
美
ヲ
専
二
享
保
二
帰
シ
タ
ル
覚
ヘ
モ
ナ
シ
、
幸
二
序

文
ヲ
覆
視
ア
ラ
レ
ヨ
、
又
彼
邦
ニ
テ
モ
国
初
順
治
ノ
治
教
、

モ
ト
ヨ
リ
美
ナ
ル
コ
ト
ナ
レ
ト
モ
、
民
間
ノ
喩
条
ハ
康
熙
ニ

始
マ
リ
、
ソ
レ
ヲ
廣
メ
タ
ル
萬
言
喩
ナ
ル
ユ
ヘ
、
ソ
ノ
序
文

ニ
モ
本
文
ニ
モ
、
順
治
ノ
祖
訓
二
及
ビ
タ
ル
コ
ト
露
モ
見
ヘ

ズ
、
是
モ
一
大
欠
事
ト
セ
ラ
ル
ル
ニ
ャ
、
又
治
教
ノ
美
ヲ
専

康
熙
二
帰
シ
タ
ル
ハ
、
三
思
ヲ
加
ヘ
ザ
ル
モ
ノ
ト
セ
ラ
レ
ン

(42) 

ヤ
、
恐
ク
ハ
ア
マ
リ
ニ
事
体
二
惜
キ
コ
ト
ナ
ル
ペ
シ
、

つ
ま
り
、
竹
山
は
『
六
諭
術
義
』
の
官
刻
は
広
義
で
は
御
高
札
の

設
置
に
示
さ
れ
て
い
る
家
康
の
治
教
重
視
の
精
神
に
対
す
る
吉
宗

の
継
承
と
認
め
な
が
ら
も
、
畢
覚
一
方
は
た
だ
の
掲
示
で
あ
り
、

他
方
は
訓
点
・
翻
訳
・
解
釈
を
施
し
、
さ
ら
に
印
刷
し
て
民
間
に

配
布
し
た
書
物
で
あ
っ
た
た
め
、
「
事
体
同
ジ
カ
ラ
ズ
」
と
指
摘

し
て
い
る
。
し
か
も
、
『
六
諭
行
義
』
の
官
刻
へ
の
言
及
は
『
聖

諭
廣
訓
』
と
類
比
す
る
場
合
に
し
た
た
め
、
行
論
上
、
家
康
の
治

教
に
ふ
れ
る
必
要
は
な
か
っ
た
、
と
自
己
弁
解
し
て
い
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
竹
山
が
吉
宗
の
文
教
政
策
や
業
績
に
対
し
て
家
康

の
そ
れ
よ
り
も
一
段
と
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
、
お
そ

和
刻
本
『
聖
論
廣
訓
』
に
関
す
る
再
考

ら
く
否
認
で
き
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
こ
の
評
価
は
間
違
っ
て
は
い
な
い
が
、

え
る
べ
き
な
の
は
、
あ
れ
だ
け
高
名
な
竹
山
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う

に
自
分
の
所
論
を
詳
し
く
弁
解
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
最
盛
期
に
あ
っ
た
竹
山
は
、
敬
所
の
「
吹
毛
求

疵
」
を
不
興
に
思
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
や
は
り
「
称

呼
」
と
い
っ
た
問
題
は
、
当
代
の
政
治
に
か
か
わ
る
敏
感
な
問
題

で
あ
る
た
め
、
釈
明
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

事
実
上
、
敬
所
の
所
論
は
当
時
に
お
い
て
決
し
て
孤
立
的
な
現

象
で
は
な
い
。
先
に
も
ふ
れ
た
菱
川
岡
山
は
、
そ
の
前
年
つ
ま
り

天
明
八
年
に
『
正
名
緒
言
』
を
書
い
た
。
藤
田
幽
谷
は
寛
政
三
年

に
『
正
名
論
』
を
著
し
、
敬
所
自
身
も
同
七
年
に
『
操
触
正
名
』

を
作
成
し
た
。
な
お
、
「
寛
政
三
博
士
」
の
一
人
で
あ
る
尾
藤
二

洲
は
、
同
十
二
年
に
『
称
謂
私
言
』
を
書
い
た
。
ゆ
え
に
、
当
時

の
正
学
論
の
提
唱
や
後
期
水
戸
学
・
国
学
の
展
開
に
と
も
な
っ

て
、
「
正
名
」
論
が
さ
か
ん
に
唱
え
ら
れ
て
い
た
の
は
、
思
想
界

の
一
潮
流
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
尾
藤

正
英
、
頼
旗
一
、
梅
沢
秀
夫
、
辻
本
雅
史
、
高
橋
章
則
諸
氏
の
研

（
伐
）

究
が
あ
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
同
論
争
が
寛
政
初
頭

に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
吉
宗
の
「
享
保
維
新
」
を
め
ぐ

る
見
解
の
相
違
は
、
実
は
松
平
定
信
の
改
革
に
対
す
る
両
者
の
姿

七
〇

こ
こ
で
考



(
1
2
)
 

(
1
3
)
 

(

8

)

 

(

9

)

 

(
1
0
)
 

(
1
1
)
 

和
刻
本
『
聖
論
廣
訓
』
に
関
す
る
再
考

(
2
5
)
 

(
2
6
)
 

(
2
7
)
 

(
2
8
)
 

(
2
9
)
 

(
3
0
)
 

(

6

)

 

(

7

)

 

(
2
1
)
 

(
2
2
)
 

(
2
3
)
 

(
2
4
)
 

(

5

)

 

(

4

)

 

(
2
0
)
 

(

2

)

 

(

3

)

 

(
1
9
)
 

註
(

1

)

 

(
1
5
)
 

(

1

6

)

 

(
1
7
)
 

(
1
8
)
 

勢
の
差
異
を
反
映
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

中
村
忠
行
「
儒
者
の
姿
勢
ー
『
六
諭
桁
義
』
を
め
ぐ
る
狙
株
・

鳩
巣
の
対
立
」
（
『
天
理
大
学
学
報
』
七
十
八
輯
、
一
九
七
二

年
）
、
ニ
ニ0
—
二
三
頁
。

同
書
第
九
「
有
徳
公
資
文
ノ
事
」
。

乙
竹
岩
造
『
日
本
庶
民
教
育
史
』
上
巻
（
目
黒
書
店
、
一
九
二

九
年
）
、
七
八
二
頁
。

東
洋
文
庫
所
蔵
『
聖
諭
廣
訓
』
上
冊
（
星
文
堂
・
小
雅
堂
、

「
天
明
八
年
戊
申
秋
八
月
官
許
印
行
」
）
。

狩
野
直
喜
「
聖
諭
廣
訓
に
就
い
て
」
（
『
慨
徳
』
―
―
―
十
号
）
、
六

頁。同
註
(

4

)

。

魚
返
善
雄
編
『
漠
文
華
語
康
熙
皇
帝
遺
訓
』
（
大
阪
屋
号
書
店
、

一
九
四
三
年
）
編
者
跛
、
ニ
ー
三
頁
。

同
書
、
七
三
五
頁
。

同
註
(

4

)

。

同
註
(

5

)

ヘ
一
ー
ニ
頁
。

狩
野
説
は
同
註
(

5

)

、
魚
返
説
は
同
註
(

7

)

、
五
頁
、
長
沢
説

は
同
目
録
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
六
年
）
、
九
十
頁
。

同
書
（
清
文
堂
、
一
九
六
四
年
復
刻
）
、
ニ
ニ
五
頁
。

同
書
（
一
九
八
六
年
）
史
部
、
三
九
一
頁
。

(
1
4
)
 

七

同
註
(

4

)

。
跛
の
な
い
版
本
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ま

ま
で
筆
者
の
見
た
資
料
や
原
書
に
よ
れ
ば
そ
れ
が
な
い
よ
う
で

あ
る
。
『
懐
徳
堂
旧
記
』
之
二
、
三
九
頁
。

同
註
(

4

)

。

同
註
(

4

)

。

『
増
訂
疫
長
以
来
書
買
集
覧
』
（
高
尾
書
店
、
一
九
七

0
年）

増
訂
部
、
七
九
、
八
七
頁
。

石
田
成
太
郎
『
大
阪
人
物
誌
正
篇
』
（
武
井
一
雄
発
行
、
一
九

七
四
年
）
、
四
ニ
―
ー
ニ
頁
。

『
享
保
以
来
出
版
害
籍
目
録
』
、
同
註
(
1
2
)

。
な
お
、
水
田
紀

久
「
『
浪
華
郷
友
録
』
の
詞
著
者
」
（
同
『
近
世
浪
華
学
芸
史

談
』
所
収
）
に
お
け
る
住
吉
大
社
御
文
庫
蔵
『
曼
陀
羅
稿
』
書

込
み
の
影
写
部
分
を
参
照
さ
れ
た
い
。

同
註
(

4

)

。

同
註
(

4

)

。

同
注
(

4

)

。

徳
富
猪
一
郎
『
近
世
日
本
国
民
史
•
松
平
定
信
時
代
』
（
民
友

社
、
一
九
二
七
年
）
、
一
―
七
頁
。

『
日
本
経
済
大
典
』
二
十
三
巻
、
三
一
五
頁
。

同
註
(
2
5
)

。

同
註
(
2
5
)

、
三
四
六
頁
。

同
註
(
1
5
)
、
三
四
—
―
―
―
五
頁
。

同
註
(
1
5
)

、
三
七
ー
―
―
―
八
頁
。

同
註
(
2
5
)

、
三
一
六
頁
。
序
の
日
付
は
「
寛
政
紀
元
己
酉
之



(
4
1
)
 

(
4
2
)
 

(
4
3
)
 

(
4
0
)
 

(
3
4
)
 

(
3
5
)
 

(
3
6
)
 

(
3
7
)
 

(
3
8
)
 

(
3
9
)
 

(
3
2
)
 

(
3
3
)
 

(
3
1
)
 

冬
」
と
な
っ
て
い
る
。

現
刊
の
『
草
茅
危
言
』
は
十
巻
楷
成
で
あ
る
。
上
・
下
二
巻
の

分
け
方
に
し
た
が
え
ば
、
十
巻
の
う
ち
何
巻
ま
で
が
上
巻
で
、

ま
た
何
巻
か
ら
下
巻
に
な
る
か
ほ
筆
者
に
は
不
明
で
あ
る
。

同
註
(

5

)

、
四
頁
、
十
ニ
ー
十
三
頁
、
八
頁
。

渋
沢
栄
一
『
楽
翁
公
伝
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
七
年
）
、
一

一
八
ー
九
頁
。

同
註
(

4

)

、
一
六
ー
一
八
丁
゜

同
註
(

4

)

。

同
註
(

7

)

、
六
頁
。

同
註
(

2

)

。

同
註
（
1
)
、

1-
―
-
三
頁
。

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
「
竹
山
先
生
答
猪
飼
脩
蔵
書
」
。
猪
飼

0

0

 

の
手
紙
の
年
代
は
筆
者
が
「
頃
日
有
書
買
示
僕
新
刻
清
主
諭

訓
、
首
載
先
生
之
序
文
」
と
い
う
文
に
よ
っ
て
推
断
し
た
。

『
竹
山
国
字
贖
』
（
松
村
文
海
堂
、
一
九
―
一
年
）
巻
下
、
四

ー
五
頁
。

同
右
、
五
頁
。

同
註
(
4
0
)

、
五
ー
六
頁
。

尾
藤
正
英
「
正
名
論
と
名
分
論
ー
~
南
朝
正
統
論
の
思
想
的
性

格
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
近
代
日
本
の
国
家
と
思
想
』
所
収
、
三
省

堂
、
一
九
七
九
年
）
、
頼
旗
一
『
近
世
後
期
朱
子
学
派
の
研
究
』

（
漢
水
社
、
一
九
八
六
年
）
、
梅
沢
秀
夫
「
称
謂
と
正
名
」
（
『
日

本
近
世
史
論
叢
』
下
巻
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）
、

辻
本
雅
史
「
十
八
世
紀
後
半
期
儒
学
の
再
検
討
ー
折
衷
学
・

和
刻
本
『
聖
論
廣
訓
』
に
関
す
る
再
考

3
 

正
学
派
朱
子
学
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
思
想
』
七
六
六
号
、
一
九
八

八
年
四
月
）
、
高
橘
章
則
「
近
世
後
期
史
学
史
と
『
逸
史
』
」

（
『
日
本
思
想
史
学
』
十
九
号
、
一
九
八
七
年
）
。

〔
付
録
〕

こ
こ
で
は
、
懐
徳
堂
学
派
の
『
聖
諭
廣
訓
』
の
本
文
に
対
す
る

理
解
を
示
す
参
考
資
料
と
し
て
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
中
井

履
軒
『
聖
諭
廣
訓
聞
書
』
に
お
け
る
十
六
条
の
解
釈
を
抄
出
し
、

紹
介
す
る
。
原
文
に
は
第
七
条
•
第
九
条
に
関
す
る
解
釈
は
な
い

よ
う
で
あ
る
。

1

敦
1

1

孝
弟
石
拿
墾
人
倫
1

孝
行
弟
道
ヲ
ア
ッ
ク
手
厚
ク
シ
テ
以
テ
人
倫
、
人
ノ
タ

グ
イ
ノ
五
倫
ノ
道
ヲ
ヲ
モ
ン
ジ
大
切
ニ
ス
ベ
キ
コ
ト
ナ
リ

2

篤
孟
歪
墜
以
昭
I
I
~睦―

宗
族
ハ
宗
ハ
本
家
ナ
リ
族
ハ
一
族
ノ
親
類
ナ
リ
琉
睦
ハ

一
族
ヲ
ヤ
ハ
ラ
ゲ
ム
ツ
マ
ジ
ク
ス
ル
ナ
リ
、
言
ロ
ハ
宗
族

ノ
一
家
一
門
ヲ
手
ア
ッ
ク
シ
テ
以
テ
ャ
ワ
ラ
ゲ
ム
ツ
マ
ジ

ク
ス
ル
コ
ト
ヲ
ハ
ッ
キ
リ
ト
明
カ
ニ
セ
ョ
ト
ナ
リ

和
嘉
党
以
息
-

1

争
訟
1

郷
党
ノ
一
郷
中
ヲ
ニ
ッ
ト
リ
ト
和
シ
ャ
ハ
ラ
ゲ
テ
以
テ

民
ノ
ア
ラ
ソ
イ
訟
へ
公
事
訴
詔
ヲ
ヤ
ム
ペ
シ
ト
ナ
リ

七



11 10 

，
 

8
 ョ

ウ
ニ
ス
ペ
シ
ト
ナ
リ

尚
1

一
節
倹
ー
以
惜
1

一
財
用
―

ホ
ド
ヨ
ク
倹
約
ス
ル
ヲ
、
タ
ッ
ト
ン
デ
財
宝
ノ
入
用
ヲ

ヲ
シ
ミ
テ
始
末
ヲ
ス
ル
ヨ
ウ
ニ
ス
ペ
シ
ト
ナ
リ

隆
―
―
学
校
石
盆
塑
士
習
―

学
校
ヲ
サ
カ
ン
ニ
シ
テ
以
テ
学
士
ノ
習
ヒ
ナ
ロ
ウ
テ
ス

ル
風
俗
ヲ
タ
ダ
シ
ク
セ
ヨ
ト
ナ
リ

警
異
端
以
警
正
学
二
欠
）

講
―
―
法
律
百
盆
堅
愚
頑
1

罪
ア
ル
者
ヲ
シ
ヲ
キ
ス
ル
法
律
ヲ
諧
シ
ナ
ロ
ウ
テ
以
テ

愚
カ
ニ
カ
タ
ク
ナ
ナ
ル
民
ヲ
イ
マ
シ
ム
ル
ト
ナ
リ

明
―
―
匿
譲
ー
以
厚
-

1

教
化
―
（
欠
）

務
―
―
本
業
ー
以
定
1

一
民
志
―

根
本
ノ
産
業
ス
ギ
ハ
イ
ヲ
ッ
ト
メ
テ
以
テ
民
ノ
志
ヲ
定

ム
ペ
シ
ト
ナ
リ

7
 

6
 

5
 

4
 

和
刻
本
『
聖
論
廣
訓
』
に
関
す
る
再
考

重
真
桑
以
足
表
食
―

農
業
卜
桑
ハ
ヲ
ト
ッ
テ
、
カ
イ
コ
ウ
コ
ウ
コ
ト
ヲ
重
ン

ジ
大
切
ニ
ッ
ト
メ
テ
以
テ
衣
服
食
物
ヲ
足
リ
フ
ジ
ウ
ナ
キ

訓
手
羨
以
禁
―
―
非
為
―

非
為
ハ
ス
マ
ジ
キ
ア
シ
キ
コ
ト
ナ
リ
民
ノ
子
弟
タ
ル
者

ヲ
訓
ヘ
テ
非
為
ノ
ス
マ
ジ
キ
ア
シ
キ
コ
ト
ヲ
ス
ル
ヲ
禁
ズ

14 
リ

七

息
―
―
謹
告
石
翠
ぎ
善
良
―

読
ム
リ
ヲ
シ
ニ
告
ヶ
ウ
ッ
タ
ヘ
ル
コ
ト
ヲ
イ
コ
ヘ
ヤ
メ

テ
以
テ
善
ノ
ウ
プ
良
者
ヲ
全
フ
ス
ル
ト
ナ
リ

誡
亘
逃
以
免
―
―
株
連
―

匿
逃
ハ
逃
人
ヲ
カ
ク
シ
カ
ク
マ
ウ
ナ
リ
言
ロ
ハ
逃
レ
ニ

ゲ
サ
リ
シ
者
ヲ
匿
カ
ク
モ
ウ
ヲ
、
イ
マ
シ
メ
テ
以
テ
其
逃

人
ヲ
カ
ク
マ
イ
シ
者
ノ
、
カ
プ
ヲ
連
ネ
テ
隣
家
迄
ヲ
ツ
ミ

ス
ル
コ
ト
ヲ
免
シ
ュ
ル
ス
ト
ナ
リ

完
1

1

銭
糧
一
以
省
1

一
催
科
―

民
ノ
銭
ヤ
カ
テ
米
ヲ
マ
ッ
タ
ク
シ
テ
以
テ
上
ミ
ヨ
リ
イ

ロ
イ
ロ
ノ
物
ヲ
早
ク
出
タ
セ
ヨ
ト
催
シ
サ
イ
ソ
ク
ス
ル
科

ヲ
省
キ
ヘ
ラ
ス
ベ
シ
ト
ナ
リ

15

聯
屎
甲
日
盆
堅
盗
賊
―

保
ハ
民
ノ
家
百
軒
ヲ
ク
ミ
ト
ス
ル
ナ
リ
甲
ハ
民
ノ
家
十

軒
ヲ
ク
ミ
ト
ス
ル
ナ
リ
保
甲
ノ
ク
ミ
ヲ
ツ
ラ
ネ
テ
以
テ
盗

賊
ヲ
ヤ
メ
ル
ナ
リ

16

解
―
―
讐
盆
―
以
重
1

一
身
命
―

人
ヲ
ア
ダ
シ
盆
リ
ハ
ラ
タ
ッ
ル
ヲ
取
リ
ア
ッ
コ
ウ
テ
、

ト
キ
ホ
ド
キ
テ
以
テ
身
命
ヲ
重
ン
ジ
大
切
ニ
ス
ベ
シ
ト
ナ

13 12 
ル
ト
ナ
リ



〔
付
記
〕

本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
脇
田
修
・
大
庭
脩
両
先
生
の
ご
指

導
を
戴
き
、
ま
た
、
岸
田
知
子
氏
の
ご
教
示
も
受
け
た
。
記
し
て

和
刻
本
『
聖
論
廣
訓
』
に
関
す
る
再
考

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
大
阪
大
学
大
学
院
生
）

七
四




